
第３回瀬戸内市都市計画審議会 次第 

 

日時 令和 6 年 6 月 5 日(水) 

15 時 00 分～17 時 00 分 

場所 瀬戸内市役所 ２階 大会議室 

 

１．開    会 

 

 

２．会長あいさつ 

 

 

３．協    議 

 

（１）都市計画の導入に向けた取組と今後の進め方について ・・・・・・・  資料 2 

 

 

（２）市民意見聴取の取組結果について ・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料 3 

 

 

（３）都市計画マスタープラン（現況・課題）について  ・・・・・・・・・ 資料 4 

 

 

（４）瀬戸内市のまちづくりの構想について ・・・・・・・・・・・・・・ 資料５ 

 

 

（５）都市計画マスタープラン（将来都市像・地域別構想）の検討について・ 資料６ 

 

４．そ  の  他 

 

   ・次回の審議会について 

    第４回 日時：令和 6 年 8 月 2 日(金)15 時 00 分～17 時 00 分終了予定 

        場所：瀬戸内市役所 2 階 大会議室  

 

５．閉    会 



任期：令和5年11月24日から令和7年3月31日まで

№ 区　 分 氏　　名 所属・役職等 備考

1
第3条第1号委員

学識経験者
藤原　和正 瀬戸内市農業委員会 会長

2
第3条第1号委員

学識経験者
田中　伸五 邑久町土地改良区 副理事長

3
第3条第1号委員

学識経験者
福﨑　　勇 瀬戸内市商工会 会長

4
第3条第1号委員

学識経験者
上山　広倫

公益社団法人岡山県宅地建物取引業協会

岡山中央支部 支部役員 ブロック長

5
第3条第1号委員

学識経験者
嶋田　詠子 一般社団法人岡山県建築士会 副会長

6
第3条第1号委員

学識経験者
沖　　陽子 岡山県立大学 理事長・学長

7
第3条第1号委員

学識経験者
氏原　岳人

岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域

准教授

8
第3条第1号委員

学識経験者
弥田　俊男 岡山理科大学工学部建築学科 准教授

9
第3条第2号委員

市議会議員
島津　幸枝 瀬戸内市議会議員

10
第3条第2号委員

市議会議員
原野　健一 瀬戸内市議会議員

11
第3条第2号委員

市議会議員
石原　芳高 瀬戸内市議会議員

12
第3条第4号委員

本市の市民
服部　　靖 裳掛地区コミュニティ協議会 会長

13
第3条第4号委員

本市の市民
床　　裕子 牛窓しおまち唐琴通り在住市民

14
第3条第4号委員

本市の市民
山本　信幸 瀬戸内市立邑久小学校PTA 前会長

15
第3条第4号委員

本市の市民
小野田佳代 瀬戸内市立国府小学校PTA 前会長

瀬戸内市都市計画審議会委員名簿

資料１
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都市計画の導入に向けた取組と今後の進め方について 
 

令和６年６月 5 日現在 

 

1.取組方針 

瀬戸内市国土利用計画(令和５年３月策定)に基づき、令和 5 年度から都市計画導入

に向けた取組を実施しています。 

まずは、都市計画の基礎的な調査を実施するとともに、まちづくりに関するワーク

ショップの開催など市民参画の取組を行い、市のまちづくり構想を取りまとめます。 

その後、本構想を土台として、岡山県との協議調整を図りながら、本市の都市計画

に関する基本的な方針(都市計画マスタープラン(案))の作成、都市計画区域の範囲

(案)及び区域区分の要否(案)の整理を並行して進めます。 

都市計画マスタープラン(案)は、令和 6 年度末を目標に策定し、都市計画区域の範

囲(案)及び区域区分の要否(案)については、国や岡山県との調整が整い次第、方針を

決定します。また、令和６年度からは、用途地域等の指定に向けた検討作業に取り組

みます。 

都市計画マスタープラン(案)策定後は、国や岡山県が進める｢コンパクト・プラス・

ネットワーク｣の方向に沿った立地適正化計画(案)の作成に取り組みます。 

 

 〇取組のフロー図 
 

時期 瀬戸内市 岡山県 

令和 

６年度 

   

令和 

７年度 

以降 

  

  

  

※岡山県や関係機関との協議等の進捗によって変更になる場合があります。 

資料２ 

・都市計画マスタープラン(案)の策定 

・都市計画区域の範囲(案)及び区域区

分の要否(案)の整理 

・用途地域指定に向けた検討 

 

・都市計画区域マスタープラン(案)の

整理 

・立地適正化計画(案)の整理 ・都市計画区域の指定 

・都市計画区域マスタープランの策定 

・都市計画マスタープランの策定 

・用途地域等の都市計画の決定 

・立地適正化計画の策定 
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2. 瀬戸内市都市計画マスタープラン(案)の作成等に係る庁内体制 

 (1)都市計画マスタープラン策定委員会 

   構成：総合政策部長及び関係課の課長級職員 

(2)都市計画マスタープラン策定委員会幹事会 

構成：企画振興課長、建設課長、建築住宅課長、産業振興課長、下水道課長 

(3)都市計画マスタープラン策定ワーキンググループ 

構成：策定委員会に所属する課から選出された主査級程度の職員 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

報告 

瀬戸内市 

都市計画審議会 
関係機関 

幹部会議 

諮問 

答申 

市議会 

岡山県 

岡山県都市計画審議会 
協議 

調整 

協議 

調整 

事務局：総合政策部企画振興課 

・基礎調査結果その他作成に必要な情報の収集や資料作成 

・政策課題・市民ニーズ・社会ニーズの把握・整理のための各課ヒアリングの

実施及びその結果の整理 

・職員及び市民の意見聴取等の企画実施及び意見集約 等 

策定委員会に係る協議事項及び資料の整理 

将来像の設定等まちづくり構想(素案)の精査 

都市計画区域の範囲(素案)及び区域区分の要否(素案)の精査 

都市計画マスタープラン(素案)の精査 

将来像の設定等まちづくり構想(案)の作成 

都市計画区域の範囲(案)及び区域区分の要否(案)の整理  

都市計画マスタープラン(案)の作成 

幹事会 

都市計画マスタープラン策定委員会 

ワーキンググループ 

将来像の設定等まちづくり構想(素案)の作成 

都市計画区域の範囲(素案)及び区域区分の要否(素案)の整理 

都市計画マスタープラン(素案)の作成 
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3.令和 6 年度における瀬戸内市都市計画マスタープラン(案)等の作成とその流れ 

市では、令和 6 年度において、瀬戸内市都市計画マスタープラン(案)を作成する

ほか、当該方針に沿った都市計画区域の範囲(案)及び区域区分の要否(案)を整理し

ます。 

都市計画マスタープラン(案)では、市の土地利用や都市施設の整備など、まちづ

くりの方針を総合的に示すほか、人口減少下においても持続可能な都市構造を目指

すため、国や岡山県が進める｢コンパクト・プラス・ネットワーク｣の方向に沿った

方針を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省資料から引用 

立地適正化計画区域 

＝都市計画区域 

図 岡山県の都市づくりの方針(岡山県資料から引用) 
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本来、市町村が策定する都市計画マスタープラン(市町村の都市計画に関する基本

的な方針)は、市町村の総合計画や国土利用計画(市町村計画)のほか、都道府県が作

成する都市計画区域マスタープランに即して作成されるものですが、都市計画区域

の無い本市の場合にあっては、まちづくりの総合的な方針で、かつ都市計画区域マス

タープラン(案)作成の基礎資料となる都市計画マスタープラン(案)の作成と都市計

画区域の範囲(案)及び区域区分の要否(案)の整理を進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 都市計画の構造(国土交通省資料から引用) 

 

そのため、市としてまずは、瀬戸内市国土利用計画に定めた基本構想に沿って、市

民意見を反映しながら、都市計画マスタープラン(案)の作成の土台となる市全体及び

地域別のまちづくり構想をワーキンググループや策定委員会での検討や市民参画の

取組を経て整理します。また、都市計画区域の範囲(案)及び区域区分の要否(案)につ

いては、まちづくり構想からの検討・整理に加え、人口の動向や土地利用の現況と見

通しなど都市計画の基礎的な調査の結果を基に、国土交通省が定める都市計画運用

指針に沿った検討・整理も行います。 

なお、都市計画マスタープランは、基本的に都市計画区域におけるまちづくりの基

本方針を示すものですが、都市計画区域の範囲を問わず、生活環境の保全と自然環境

の適正な保全・活用が求められることから、本市が作成するマスタープランは、市全

域を対象とすることとします。 
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〇都市計画マスタープラン(案)等の整理のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

〇都市計画運用指針からの検討を含めた都市計画区域の範囲(案)整理のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組方向 

市のまちづくりの構想 

都市計画マスタープラン(案)の作成 

都市計画区域マスタープランの策定 

都市計画区域の指定、都市計画決定、都市計画マスタープランの策定等 

用途地域(案)作成、立地適正化計画(案)の策定 

瀬戸内市国土利用計画(土地利用の基本指針) 

国・岡山県の都市計画の方向(コンパクト･プラス･ネットワーク) 
R4 

都市計画区域(案)の整理 

R6 

計画的な土地利用と持続可能なまちづくり 

現在都市計画区域の指定なし 

都
市
計
画
区
域
指
定
に
向
け
た
地
域
の
概
況 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

都
市
計
画
基
礎
調
査) 

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
構
想 

 

①土地利用の状況及び見通し 

②地形等の自然的条件 

③通勤・通学圏等の日常生活圏 

④主要な交通施設の設置の状況 

⑤社会的・経済的な区域の一体性 

５要件 
（運用指針）  

ステップ 1 区域範囲の選定 

 

町丁目、地形地物など 

ステップ 2 区域の境界線の設定 

瀬戸内市の都市計画区域(案)の確定 
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5.都市計画マスタープラン(案)の策定等に係るスケジュール 

時期 

取組項目 

令和 5 年度 令和 6 年度 

10-12 月 1-3 月 4-6 月 7-9 月 10-12 月 1-3 月 

基礎調査 

      

庁内検討(策定委員

員会、WG 会議) 

      

都市計画審議会 

      

市民意見聴取会 

(ワークショップ等) 

      

都市計画マスター 

プラン(案)の作成 

      

市民意見公募 

(パブリックコメント) 

      

都市計画区域の範囲

(案)及び区域区分の

要否(案)の検討・整理 

      

岡山県・関係機関 

協議 

      

用途地域の検討 
      

※岡山県との協議等の進捗によって変更となる場合があります。 

※都市計画区域の範囲(案)及び区域区分の要否(案)に係る審議時期は国や岡山県との

協議を基に決定します。 

完了 

 

設置 

 

※都市計画区域(案)の審議時期は県等との協議を基に決定

い 

 

設置 

諮問 

 

マスタープラン(案) 

答申 

 

開催 

将来都市像や地域別構想の整理 

着手 

 

案の作成 

公募 

 

まちづくり構想(案) 

確認 

 

開催 

協議 

 

まちづくり構想検討 マスタープラン等検討 

着手 

 基礎調査に基づく整理 

 

基礎調査及びまちづくり構想からの整理 

 

都市計画区域(案)整理 

 

着手 

 



7 

6.都市計画審議会の開催予定について 

開催回 開催時期 主な協議事項等(案) 

第１回 令和 5 年 11 月 24 日(金) 

10 時 00 分～12 時 00 分 

・都市計画の導入に向けた取組について 

・基礎調査の速報について 

第２回 令和 6 年 1 月 26 日(金) 

15 時 00 分～17 時 00 分 

・都市計画の基礎的な調査の結果について 

・市のまちづくりの検討状況について 

第３回 令和 6 年 6 月 5 日(水) 

15 時 00 分～17 時 00 分 

・都市計画の導入に向けた取組と今後の進め方

について 

・市民意見聴取の取組結果について 

・現況・課題について 

・瀬戸内市のまちづくりの構想について 

第４回 令和 6 年 8 月 2 日(金) 

15 時 00 分～17 時 00 分 

・将来都市像について 

・地域別構想について 

第 5 回 令和 6 年 9 月 26 日(木) 

15 時 00 分～17 時 00 分 

・地域別構想について 

第 6 回 令和 6 年 11 月 13 日(水) 

15 時 00 分～17 時 00 分 

・全体構想について 

・実現化方策について 

・市民意見聴取会の開催計画について 

第 7 回 令和 7 年 1 月下旬予定 ・市民意見聴取会の開催結果について 

・都市計画マスタープラン素案について 

・パブリックコメントの実施について 

第 8 回 

答申 

令和 7 年 3 月下旬予定 ・パブリックコメントの実施結果について 

・都市計画マスタープラン案の答申について 

※都市計画区域の範囲(案)についても意見を求めていますが、その審議時期は国や岡

山県との協議を基に決定します。 

※審議の状況によっては、開催回数や開催時期に変更が生じる場合があります。 


